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弁護士、福山市長（第七代）、画家 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：明治２８年（１８９５年）５月１日、福山霞町生まれ 

没：昭和５２年（１９７７年）、享年８２歳、福山西町能満寺に葬る 

明治３６年（１９０３年）４月 ７歳 米屋町福山町立尋常小学校入学 

明治３８年（１９０５年）４月 ９歳 福山町立高等小学校入学 

大正３年（１９１４年）３月 １８歳 広島県立福山中学校（誠之館）卒業 

大正４年（１９１５年）４月 １９歳 第一高等学校入学 

大正１０年（１９２１年）３月 ２５歳 東京帝国大学法学部卒業 

大正１０年（１９２１年）４月 ２５歳 三菱造船に入社、本社総務部 

大正１１年（１９２２年） ２７歳 病のため三菱造船を退職、療養生活に入る 

大正１５年（１９２６年） ３１歳 全快の後、広島県福山師範学校（法制経済）教師となる 

昭和２年（１９２７年） ３２歳 小田静子（広島県芦品郡有磨村上有地・小田幾田

郎長女）と結婚 

昭和５年（１９３０年） ３５歳 福山師範学校（廃校）退職 

昭和６年（１９３１年） ３６歳 弁護士開業 

昭和７年（１９３２年） ３７歳 市会議員に当選 

昭和１０年（１９３５年） ４０歳 県会議員に当選、政友会 

昭和１１年（１９３６年） ４１歳 市会議員に再選 

昭和１１年（１９３６年） ４１歳 中国化学工業株式会社を設立、専務に就任 

昭和１５年（１９４０年） ４５歳 市会議員に再選（戦争激化のため昭和２２年まで

任期延長となる） 

昭和１９年（１９４４年） ４９歳 過労と栄養失調のため有磨村で疎開療養 

昭和２０年（１９４５年）５月 ５０歳 病状が回復に向い、福山の焼け跡に帰る 

昭和２１年（１９４６年）４月 ５１歳 灰塵の旧宅にバラックを建て弁護士を再開する 

昭和２２年（１９４７年）４月 ５１歳 福山市長選（初代公選）に敗れる 

昭和２２年（１９４７年）秋 ５２歳 画会「ブランダルジャン」を復興する 



昭和２６年（１９５１年） ５６歳 福山市議会議員に当選 

昭和２７年（１９５２年） ５７歳 独立美術に初入選、以後５年連続入選 

昭和３０年（１９５５年）５月１日～ 

 昭和４５年（１９７０年）５月１１日 

６０～ 

７５歳 
福山市長 

昭和３０年（１９５５年） ６０歳 弁護士廃業 

日本水道協会中国四国地方支部幹事 

全日本観光連絡会議理事 

広島県芦田川土地改良区理事長 

自然公園整備促進広島県協議会副会長 

広島県土木協会福山支部長 

広島県緑化推進委員会福山支部長 

福山市体育協会名誉会長 

福山市史編纂会会長 

備後招魂祭委員会委員長 

昭和３１年（１９５６年） ６１歳 鞆・水呑など周辺１０か町村を合併 

独立美術会友となる 

昭和３３年（１９５８年） ６３歳 町村合併功労者として内閣総理大臣から感謝状 

昭和３４年（１９５９年） ６４歳 福山市江南地帯排水組合長 

広島県土地改良事業団体連合会副会長 

昭和３４年（１９５９年）１０月１日 ６４歳 
福山市 田尻漁業協同組合の藻貝養殖記念碑を

揮毫 

昭和３５年（１９６０年） ６５歳 大昭和製紙の誘致を断念 

昭和３５年（１９６０年）１０月１９日 ６５歳 地方自治功労者として藍綬褒章 

昭和３５年（１９６０年） ６５歳 建設大臣から感謝状（戦災復興事業執行の功績） 

昭和３６年（１９６１年） ６６歳 用水の問題が解決、日本鋼管福山進出決定、調印 

全国市長会議員 

福山文化財協会顧問 

昭和３７年（１９６２年） ６７歳 深安町を合併 

鞆の浦スカイライン完成 

広島県市長会副会長 

中国建設期成同盟協議会副会。 

広島県都市計画協会会長 

福山市明るい町づくり委員会本部長 

昭和３８年（１９６３年） ６８歳 備後６市１３町１村が工業整備特別地域に指定される 

福山市土地改良区連絡協議会会長 

昭和３９年（１９６４年） ６９歳 福山貨物駅誕生 

福山文化連盟会長 

第二山陽道建設期成同盟会会長 



福山地方行政経済懇談会会長 

昭和４０年（１９６５年） ７０歳 福山市労働問題調査研究会会長 

全国公営競馬主催協議会理事 

昭和４１年（１９６６年） ７１歳 松永市を合併 

全国市長会地方公務員制度調査委員会委員長 

広島県市町村職員共済組合理事長 

社会福祉法人福山愛生会理事長 

昭和４３年（１９６８年） ７３歳 中国・四国・九州連絡道路建設推進期成同盟会理

事 

世界連邦宣言自治体広島県協議会会長 

山陽自動車道建設促進広島県協議会副会長 

広島県医療機関整備審議会委員 

昭和４４年（１９６９年）１１月３日 ７４歳 自治功労により勲三等瑞宝章 

昭和４４年（１９６９年） ７４歳 建設大臣から感謝状（都市計画推進の功績） 
 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

徳永家は下級武士であったが士族で、廃藩と共に転向して呉服店を営み商勢隆昌であった。 

 

県会議員としては、政友会に属し、民政党の中島精二氏と対峙し、以後たがいに好敵手とな

る。 

 

昭和１１年（１９３６年）設立の中国化学工業株式会社は、社長・藤井与一右衛門氏、専務・徳

永豊で、政党的系列をのりこえ、福山市財界を打って一丸としたもので、高く評価される。 

会社は昭和１２年（１９３７年）に操業開始し、炭酸バリューム・硝酸バリューム・硫酸バリュームを

製造する。 

会社は軍の重要工場に指定され、遂に軍事技術員を命ぜられる。 

 

昭和１９年（１９４４年）には、亜硫酸ガスのたちこめる工場内で日夜陣頭指揮をするうち過労と

栄養失調のため倒れる。 

医師のすすめにより妻静子の実家・芦品郡有磨村小田家に敗残の身を疎開療養する。 

 

昭和２０年（１９４５年）は、８月６日に広島市に原子爆弾が投下され、８月８日にはＢ２９が福山

市を空襲し焼夷弾により市街を焼失される。 

真紅に燃える福山の空を死期迫る病床で暗澹としてのぞむ。 

８月１５日天皇陛下の玉音放送を病床に端座して聞く。 

 

昭和２１年（１９４６年）は、三谷一二氏が市長を引退、助役小林和一氏が福山市長となる。 

復興部長茂森豊次氏の立案になる戦災復興都市区画整理事業の実施をめぐって市民の世



論が二分する。 

昭和２２年（１９４７年）４月、新憲法による福山市初代市長が公選となる。 

推されて立候補するも、前代議士・藤井正男氏に敗れ、涙をのむ。 

昭和２６年（１９５１年）、福山市長候補に茂森豊次氏を推すが、藤井正男氏に敗退。 

 

昭和３０年（１９５５年）、市長選挙に再び擁立され、病をおし立候補、藤井正男氏の３選を阻止

し、第７代福山市長となる。 

昭和３１年（１９５６年）、鞆・水呑など周辺１０か町村を合併する。 

昭和３２年（１９５７年）、御門町にばら公園をつくる。 

「ここに善意の花ひらく」との碑文は、公園造成過程における地元市民の支援を讃えた言葉で

ある。 

大昭和製紙誘致運動を展開する。 

予定投下資本は４０億円。 

昭和３４年（１９５９年）には、大昭和製紙の福山進出決定により、用地買収に入るが、竹が端漁

協から猛烈な誘致反対運動がおこる。 

この頃同時に県が中心となって川崎製鉄の松永湾誘致問題が進行しており、日量１０万トンの

協力分水を約束するが、結局これも失敗する。 

同じくこの年「日本鋼管全国に進出適地を求む」との情報を得、誘致の希望を申し入れる。 

昭和３５年（１９６０年）、大昭和製紙誘致の断念により、日本鋼管誘致に専念の決意を固める。 

芦田川の水量測定に専念、日量３０万トンの用水供給の可能性について、やや確信を持つ

が、夏季旱魃に対する不安がなお去らない。 

昭和３６年（１９６１年）、用水の問題は、三川ダムが決め手となり、日本鋼管側の水量調査をパ

ス。 

広島県は、日本鋼管誘致促進事務所を東京に置く。 

遂に日本鋼管福山進出に成功し、１０月１６日広島県知事室で調印式を挙行する。 

昭和３７年（１９６２年）、深安町を合併。 

鞆の浦スカイラインを開発、工業都市とともに観光都市福山を志向する。 

昭和４１年（１９６６年）、松永市を合併、市域２０６平方キロ余、人口２０万を越す。 

７月１０日福山市制５０周年式典を挙行、ここに新福山市が誕生する。 

昭和４５年（１９７０年）５月１１日、４期間の任期満了により市長を辞任する。 

日本鋼管誘致、備後工特地域指定とその後の歩みは、大福山市建設の基盤をほぼ完成させ

た。 

 

昭和３４年（１９５９年）１０月１日、田尻漁業協同組合の藻貝養殖記念碑を揮毫。 

 

徳永光昭氏は氏の子。   （出典２） 

 

 

 



誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

０７４０１ 徳永豊 画 油彩画「大阪淀屋橋附近」 － － 

０６５５２ 徳永豊 画 色紙「富士」 － 昭和４０年 

０４３５４ 徳永豊 画 油彩画「大帝釈峡」 － － 

０５３２９ 徳永豊 書 書「論語（知者楽仁者壽）」 － － 

０２１１８ 
徳永豊回顧録

刊行会 編 
『徳永豊回顧録』 

徳永豊回顧録刊

行会 
昭和４７年 

０３１１８ 福山文化連盟 編 『福山－風と土と人－５ 徳永豊特集号』 福山文化連盟 昭和５６年 

 

出典１：『政治産業文化備後綜合名鑑』、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３４年６月 

出典２：『徳永豊回顧録』、５７８頁、徳永豊回顧録刊行会編刊、昭和４７年７月１５日 

出典３：『自治行政大観 新日本人文録（広島県人国記）』、地方自治調査会編刊、昭和４１年１１月３０日 

出典４：『備後備中肖像名鑑 郷土を創りつつある人々』、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３７年８月 

出典５：『福山いしぶみ散歩』、６４頁、「藻貝の養殖記念碑」、佐野恒男著、１９９３年５月１２日 

関連情報１：『ニコピン先生葛原しげる追悼録』、１４６頁、「ニコピン先生を憶う」、徳永豊、葛原先生童謡碑建設委員会編刊、昭

和３９年３月２９日 

２００５年３月１１日更新：関連本・所蔵品・出典●２００６年３月３０日更新：経歴・所蔵品●２００６年５月２６日更新：連絡先（削除）

●２００６年８月２８日更新：出典●２００７年１１月３０日更新：経歴●２００８年５月２３日更新：本文●２００９年２月１８日更新：経

歴・誠之館所蔵品●２００９年７月７日更新：関連情報●２０１０年１１月２５日更新：誠之館所蔵品●２０１２年２月１４日更新：経

歴・本文・出典●２０１４年６月２６日更新：誠之館所蔵品●２０１４年８月２１日更新：誠之館所蔵品●２０１５年８月４日更新：誠之

館所蔵品●２０１５年９月１４日更新：経歴●２０１６年６月２８日更新：誠之館所蔵品● 

 


